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原子力規制委員会が実施するモニタリングの結果（トリチウム）

⚫ 原子力規制委員会は、測点を拡充の上、2022年４月より、近傍海域（毎月）及び沖合海域（３月毎）の計20測点で試
料採取し、海水中トリチウムのモニタリングを実施。結果を順次公表。

⚫ 他機関を含めても、トリチウム濃度は十分低い水準と確認されており、人や環境に影響は無い。

＜近傍海域（～3km）＞ （～50km） （50km～）

採取時期等 放射性物質濃度
（Bq/L）

２０２２．１Q
表層 ０．０４２～０．０８５

底層 ０．０８２～０．１０

２０２２．２Q
表層 ０．０６６～０．０９６

底層 ０．０６１～０．０８０

２０２２．３Q
表層 ０．０５３～０．０７８

底層 ０．０５７～０．０８５

２０２２．４Q
～放出前

表層 ０．０４１～０．０９７

底層 ０．０２８～０．０７８

以下 放出後

２０２３．１１
表層 ０．０５３～０．０７３

底層 ０．０５４～０．０７４

２０２４．１
表層 ０．０５０～０．０７０

底層 ０．０４６～０．０８５

採取時期等 放射性物質濃度
（Bq/L）

２０２２．１Q 表層 ０．０４１～０．０７８

２０２２．２Q 表層 ０．０６７～０．０９５

２０２２．３Q 表層 ０．０３９～０．０９３

２０２２．４Q
～放出前

表層 ０．０３４～０．０８７

以下 放出後

２０２３．１１ 表層 ０．０３８～０．０８９

２０２４．１ 表層 ０．０３９～０．０７３

採取時期等 放射性物質濃度
（Bq/L）

２０２２．１Q 表層 ０．０７６～０．２１

２０２２．２Q 表層 ０．０７１～０．２１

２０２２．３Q 表層 ０．０５３～０．１４

２０２２．４Q～
放出前

表層 ＜０．０３７～０．１３

以下 放出後

２０２３．９ 表層 ＜０．０５２～０．０９７

２０２３．１０ 表層 ０．０７８～１．１

２０２３．１１ 表層 ０．４２～０．６３

２０２３．１２ 表層 ０．０７１～０．１３

２０２４．１ 表層 ＜０．０４５～０．０７７

＜沖合海域（概ね30km～90km）＞



【参考】従前より実施しているトリチウム以外のモニタリングの結果（１／３）

（セシウム）

⚫ 原子力規制委員会は、従前より、近傍海域（毎月）、沖合海域（３月毎）及び外洋海域（半年毎）の計46測点で試料採
取し、海水中セシウム１３４、１３７のモニタリングを実施。結果を順次公表。

⚫ ALPS処理水の放出開始後においても、当該モニタリング結果について過去の傾向と異なる特別な変化はなかった。
※下表の値はセシウム１３７。セシウム１３４は、放出前後とも基本的に検出下限値未満。

採取時期等 放射性物質
濃度（Bq/L）

２０２２．４～
放出前

表層
０．００１８～
０．０３３

以下 放出後

２０２３．９ 表層
０．００５４～
０．０２７

２０２３．１０ 表層
０．００４７～
０．０２９

２０２３．１１ 表層
０．００７５～
０．０４１

２０２３．１２ 表層
０．００７３～
０．０３１

２０２４．１ 表層
０．００２２～
０．００７３

２０２４．２ 表層
０．０１５～
０．０２０

採取時期等 放射性物質
濃度（Bq/L）

２０２２．４～
放出前

表層
～
底層

０．００１２
～

０．００２３

以下 放出後

２０２３．１１
表層
～
底層

０．００１３
～

０．００１７

２０２４．１
表層
～
底層

０．００１４
～

０．００１９

採取時期等 放射性物質
濃度（Bq/L）

２０２２．４～
放出前

表層
～
底層

０．０００２６
～

０．００２７

以下 放出後

２０２３．１１
表層
～
底層

０．０００２７
～

０．００１８

２０２４．１
表層
～
底層

０．０００３４
～

０．００１８

＜近傍海域（～3km）＞

＜沖合海域（概ね30km～90km）＞

（50km～）（～50km）

採取時期等 放射性物質
濃度（Bq/L）

２０２２．４
～放出前

表層
～

-500m

０．０００４８
～

０．００２６

以下 放出後

２０２３．１１
表層
～

-500m

０．０００８１
～

０．００２３

＜外洋海域（概ね90km～）＞



【参考】従前より実施しているトリチウム以外のモニタリングの結果（２／３）

（ストロンチウム）

⚫ 原子力規制委員会は、従前より、近傍海域（毎月）及び沖合海域（３月毎）の計１４測点で試料採取し、海水中ストロ
ンチウム９０のモニタリングを実施。結果を順次公表。

⚫ ALPS処理水の放出開始後においても、当該モニタリング結果について過去の傾向と異なる特別な変化はなかった。

＜近傍海域（～3km）＞
＜沖合海域（概ね30km～90km）＞

（50km～）（～50km）

採取時期等 放射性物質濃度
（Bq/L）

２０２２．４～
放出前

表層
０．０００６５～
０．００１８

以下 放出後

２０２３．９ 表層
０．０００７３～
０．００１２

２０２３．１０ 表層
０．０００８７～
０．００１５

２０２３．１１ 表層
０．０００７８～
０．００２１

２０２３．１２ 表層
０．０００９４～
０．００１８

２０２４．１ 表層
０．０００９７～
０．００１２

採取時期等 放射性物質濃度
（Bq/L）

２０２２．４～
放出前

表層
０．０００５４～
０．００１２

以下 放出後

２０２３．１１ 表層
０．０００９５～
０．００１４

２０２４．１ 表層
０．０００７３～
０．０００９３

採取時期等 放射性物質濃度（Bq/L）

２０２２．４～
放出前

表層
０．０００５５～
０．００１５

以下 放出後

２０２３．１１ 表層
０．０００７４～
０．００１３

２０２４．１ 表層
０．０００７２～
０．００１３



（海底土）

⚫ 原子力規制委員会は、従前より、沖合海域（３月毎）の計３２測点で試料採取し、海底土のセシウム等のモニタリング
を実施。結果を順次公表。

⚫ ALPS処理水の放出開始後においても、当該モニタリング結果について過去の傾向と異なる特別な変化はなかった。
※下表の値はセシウム１３７。他の対象核種は、セシウム１３４、ストロンチウム、プルトニウム、アメリシウム及びキュリウム。

【参考】従前より実施しているトリチウム以外のモニタリングの結果（３／３）

＜沖合海域（概ね30km～90km）＞

（～50km） （50km～）

採取時期等 放射性物質濃度
（Bq/kg・乾土）

２０２２．４～放出前 ０．６０～８７

以下 放出後

２０２３．１１ １．３～６０

２０２４．１ ２．４～６４

採取時期等 放射性物質濃度
（Bq/kg・乾土）

２０２２．４～放出前 ＜０．３０～１１０

以下 放出後

２０２３．１１ ＜ ０．３１～５３

２０２４．１ ＜ ０．３１～３４０
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